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海からの贈りもの 

カレンダー 

月 

【開館時間】 
火～木・土・日／10:00～18:00 
金／12:00～20:00 

【休館日】 
月曜日・第３木曜日・年末年始 
特別整理期間（2/14～17） 

諫早市立たらみ図書館だより 2023.2月号 

海からの贈りもの 

〒859-0406   
諫早市多良見町木床 2002 
TEL／0957-43-4611 
FAX／0957-43-4623 
ホームページ／

https://www.lib.isahaya.nagasaki.jp/ 

入場 
無料 

特別整理期間（蔵書点検）休館について 

2 月 14 日［火］～ 17 日［金］ 

本は返却ポストをご利用できます。 

CD・DVD などは、市内の他の図書館か、 

１８日（土）以降に返却をお願いします。 

図書エリア以外（フリースペース等）は 

通常通り（9:00～22:00） 

ご利用いただけます。 

 

たらみ図書館 映画上映会 

2 月 24 日［金］ 

『星願（せいがん）』 

1999 年  香港 

時 間｜14:00～15:35 

ところ｜海のホール 

定 員｜先着 100 名 

出 演｜セシリア・チャン ほか 

※事前申し込み不要 

 第 3 回 たらみ図書館 朗読コンクール 

 

2 月 1 日［水］・8 日［水］・15 日［水］ 

時 間｜10：30～14：00 

（ラストオーダー13：45） 

ところ｜調理談話室 

 

 

 

「Smile hope Café」(スマイルホープカフェ） 

 

希望が丘高等特別支援学校の生徒さんが 

授業の一環として行うカフェです。 

コーヒー、ソフトドリンクなど。 

テイクアウトもできます。 

 

3 月 19 日［日］ 

時 間｜10：30～16：30  

（受付 9：30～10：00） 

ところ｜海のホール 

定 員｜80 名（参加費 1,000 円） 

 

参加希望の方は図書館ホームページを 

ご覧いただくか、職員にお問い合わせください。 

観覧のみの参加は無料です。 

 

 

 

積和建設九州(株) 

九州西支店 長崎事業所さま 

（多良見町化屋）より掃除機など計 7 点の品を 

ご寄贈いただきました。 

 

ご寄贈いただき 
ありがとうございました！ 



 図書館に新しく入った本 

 

                                           (2023 年 1 月 27 日現在) 

  

  

 

 

 

 

順 位 書 名 著 者 出版社 予約数 

1 おいしいごはんが食べられますように   高瀬 隼子／著  講談社 74 

2 ハヤブサ消防団 池井戸 潤／著 集英社 70 

3 教誨 柚月 裕子／著 小学館 65 

4 老害の人 内館 牧子／著 講談社 60 

5 #真相をお話しします 結城 真一郎／著     新潮社 55 

小 説 ／ エ ッ セ イ 

今日はいい天気ですね。 群 ようこ／著 角川春樹事務所 

ぼくの伯父さん 
ジャック・タチ／原案  

ジャン=クロード・カリエール／作  

小柳帝／訳  
KTC 中央出版 

ビ ジ ネ ス ／ 社 会 

定年後夫婦のリアル 
大江 英樹／著 

大江 加代／著 
日本実業出版社 

誰でもできる!Google for Education 

導入ガイド 
井上 健語／著 日経 BP 

暮 ら し 

魔法のてぬきおやつベストレシピ 100 てぬキッチン／著 ワニブックス 

移ろう暮らしに寄り添う道具 経塚 加奈子／著 エムディエヌコーポレーション 

そ の 他 

ノドトレ 西尾 正輝／著 メディカル・ケア・サービス 

野村重存のリアル鉛筆画テクニック 野村 重存／著 日貿出版社 

 諫早市立図書館で予約が多い本 

「悲しみ（憂）に寄り添える人（にんべん）こそが優しい」著者が漢字プラクティスを

始めるきっかけとなった言葉です。何気なく使っている漢字を分解したり、少し動かし

てみることで、漢字の意図を多角的に発見できます。このような遊び心で漢字をみた

り、考えたりする活動を通して子どもの心を耕し、子どもが本来もっているものを引き

出せるようにする活動の事を著者は漢字プラクティスと定義しています。 

本書は先生向けに授業で利用するときの解説もあり、漢字を使った楽しい活動の

仕方を学べます。漢字を楽しく学ぶことができ、意味を考えることで物語を読むように

漢字と向きあえて、誰かに話したくなる一冊です。 

『最高のクラスになる漢字プラクティス』 

鎌田 賢二／著 東洋館出版社 2022.6 分類 375.3 カ 


